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はじめに

画像診断学は新しい医療機器や撮像法の開発など

で進歩がめざましい。 また、その進歩に伴って専門

化、細分化が進んでいる。 この連載では、核医学診療

のSPECT検査について概説する。

1_ 検査状況

日本アイソトープ協会では、全国核医学診療実態調

査専門委員会を設けて、 1982年より、核医学診療の

実態を調査し、報告している。 1997年の6月 1 日から

30 日の聞に第4回の調査を実施し報告された。 その

報告によると、調査票の回答の得られた1195施設 (回

収率96.3%) でインビボ検査の実施件数は、 1 日あたり、

7400件で1987年の6200件、 1992年の6600件に比べ、

増加している。 インビボ検査のうち、 SPECT検査の実

施は、 30.1%で1987年の7.1%、 1992年の17.0%に比べ、

著明に増加している。 SPECT検査の主目的は心筋と

脳血流である。 カメラの台数については、回答の得ら

れた1160施設で1688台で、このうち 1329台 (78.7%) が

SPECT装置で、あったと報告している 1 ) 。

2_ SPECT装置

SPECT装置は、開発当初は単検出器型で、あった

が、現在では、 2検出器型や3検出器型などの多検出

器型が主流である。 3検出器型SPECT装置では3600

収集を行う際に単検出器型SPECT装置の1/3の収集

時間で検査を終了でき、検査のスループットの向上が

可能になり、並びに、短時間での反復収集が必要とさ

れる動態検査にも応用可能である。 また、近年、検出

器の角度が変えられる可変型の装置が開発されている。

可変型のSPECT装置では、心筋の撮像に際して検出

器を900 直交に設定することにより、 900 回転で1800 収

集が可能になる。

3. 散乱補正

被験者の体内から放出される y 線は、人体構成物質

との間でコンプトン散乱を起こし、検出器に入射する。

SPECTでは、 99mTcを想定したモンテカルロシミュレ

ーシ ョンの結果では、エネルギーウ インドウを

140keV :t 10%に設定した場合、 SPECT画像の内、散

乱線成分のしめる割合は30-40%となる 2) 。 この散乱線

の多くは一次のコンプトン散乱である。 201Tlのような

低エネルギーの光子では散乱線成分のしめる割合は

さらに増加し、コンプトン散乱も二次や三次の成分が

増加する。 散乱線の補正について1980年代に本格的

に検討されるようになり、最も古くから用いられてきた

方法がDeconvolution法で、ある3) 。 その後、様々な補

正法が改良を加えながら開発されてきた。 現在では、

Triple Energy Window法 (TEW法)図 lが簡便かっ

正確な散乱線補正法として広く浸透している4)0 TEW 

法は光子の計測にI個のメインウインドウと2個のサブ

ウインドウを用いる。 メインウインドウを光電ピークに、

サブウインドウをメインウインドウの両端に設定する。

メインウインドウ内のプライマリ光子のカウント (Cprim)

は、メインウインドウで得られるカウント (Ctotai) と散乱

光子のカウント (Cscat) から、次の式によって得られる。
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Cprim=Ctotal-Cscato Cscatは2個のサフーウインドウ

より得られるカウント (Cleft、 Cright) より、次の式によっ

て推定される。 Cscat= (Cleft/Ws+CrightlWs) . 

Wm/2_ Wm、 Wsは、それぞれメインウインドウ、サブ

ウインドウの幅である。

4. 吸収補正

核医学検査で使用されている放射性医薬品は低エ

ネルギーの y 線を放出するため、人体内での吸収に

より、 1/2から 1/5程度に減少する。 吸収補正に関して

は1970年代より検討されはじめ、 Sorenson・法 (前補正

法) 5) やChang法 (後補正法) 6) が広く用いられ、現在

に至っている。 特徴は、 Sorenson法で、は 、 画像の中

央部の感度が低下し、 Chang法で、は、逆に中央部が

盛り上がる。 これらは被写体全体の吸収係数を一様

と仮定している。 しかし、胸部に代表されるように人体

の構造は均一でなく、不均一吸収体に対して、 Chang

の逐次近似法や確率的画像再構成法 (ML-EM) など

が開発され、さ らに、収束性を高速化したOrdered

Subsets EM (OS-EM) が、近年開発された7) 。 また、

y 線放出核種を封入した線源 (一般に線線源) を検出

器の対側に固定させることでトランスミ ツ ヨンスキャ ン

を用いて吸収補正を行う方法も開発され、 実用化され

ている。

S. フ ィJレタ

フィルタには前処理フィルタと再構成フィルタがある。

検出器に投影された y 線のデータには統計ノイズを

多 く含んでおり、その統計ノイズを除去することが、前

処理フ ィ ルタの目的である 。 Butterworth filterが

7・(η

一般的である。 それに対して、投影データを再構成さ

せることで、もとの物体を明らかにすることが再構成

フィルタの目的である。 Ramp filterが一般的で、ある。

6. アーチファクト

SPECT検査では様々な要因によりアーチファクトを

生じる可能性があり注意が必要である。 SPECT撮像

は、通常、検出器を4~6度ずつ回転させ、データ収集

を行うが、この角度が大きすぎるとアーチファクトの原

因となる。 被験者の体輪車1\がガンマカメラの視野より

大きいと視野欠損によるアーチファ クト (truncation

ar出act) が生じる。 その他、検査時の被験者の体動が

ないか、 SPECT装置の回転中心のずれがないか、適

切なコリメータが装着されているか、光電ピークの設定

や収集カウントが適切かなど注意する必要がある。
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